
　1 人ひとりの医療・健康・介護データを集約・共有・活用するプラットフォームです。医療機関
や介護施設が持っている情報や本人がアプリで記録している情報を市のデータセンターで集約して
共有できるようになります。

急な病気や事故

　意識のない状態で救急搬送された場合、その人が
どんな病気でどんな治療をしているか分からない

▶  データが共有されるため、病歴などを自分で伝え
られない状態でも、必要な情報が正しく伝わります

医療機関に同意書を提出 がまっと ! カードの発行 受診時にカードを提示
ヘルスケアパスポートを
ダウンロード
※日々の健康データを記録するアプリ

利用方法

Q&A

interview

費用はかかりますか？ 誰が利用できますか？

※本人の同意がなければ、情報を共有されることはありません。

登録・利用はすべて無料です。 市内の医療機関を受診して
いる方が対象です。

デジタル健康プラットフォーム

がまっと !
とは

2月3日　〜
登録開始

病院や薬局

　複数の医療機関に通院している場合、診察内容を
相互に知ることができない

▶  診察内容が共有されるため、より詳しい情報を
もとに診察や処方をすることができます

こんな風に便利になります

▶ 介護情報も共有されるため、入退院の準備もスムー
ズにできます

▶ 治療内容が共有されるため、安心していつもと
違う医療機関を受診することができます

災害への備え 介護

▶  結果が共有されるため、紙で持ち込む必要はあ
りません

健康診断

　紙で届く結果を医療機関に持ち込み、説明しな
いといけない

▶ 医療機関などに日々の状態を共有することで、
適切な治療や予防につながります

日々の健康記録

　健康アプリで記録をしているが、どう活かせばい
いか分からない

　カルテが使えなくなった場合、これまでの治療の
内容が分からなくなってしまう

　「介護施設 - 医療機関」間で入退院する場合、受
け入れの調整に時間がかかる

城：「がまっと！」 のメリットは、さまざまな機
関に点在する医療・健康・介護データをつなげ
て利活用できるということです。例えば、病院
に入院する人がいたとして、その人が今までに
どんな症状でどんな治療を受けてどんな薬を処
方されてきたのかを把握するのに時間がかかっ
ていました。しかし、患者さんが「がまっと！」
に登録していれば、ほかの医療機関でのデータ
が連携されるため、それらの情報を簡単に手に
入れることができ、その分の時間を患者さんの

ために使えます。また、忘れがちな子
どもの頃の病歴やワクチン接種歴も

記録できるため、病院は正しい情
報を知ることができます。

河合：身長や体重、血圧、食事の内容など個人
が管理している情報を連携できるのも大きな特
徴です。これまで知らされなかったり、記憶が
あいまいだったりした、日々の健康データを知
ることができるため、患者さん 1 人ひとりの背
景を理解し、より個人に合った治療ができるよ
うになります。また、自身の健康情報がヘルス
ケアパスポートで確認できるため、患者さん自
身の健康活動に活かすこともできます。
城：皆さんが「がまっと！」に登録すれば、た
くさんのデータが集まります。それらを分析す
ることで、医療や介護の全体の質
の向上にもつながるって考えた
ら、使い方次第で無限の可能性
がありますよね。

市民病院　最高経営責任者

城　卓志
カワイ外科　院長

河合　雄

事前登録開始 !!事前登録開始 !!

市民病院デジタル医療推進室　  66-2200

と　き 午前 9 時 30 分〜午後 4 時

市民病院患者支援センターところ

月 ホームページはこちら
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